
様式１－１号

年  　  月   　 日

法人番号

  農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１２条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定を申請します。

●●●＠●●●.jp

福井県知事  殿 フリガナ フクイ　タロウ フリガナ

農業経営改善計画認定申請書

〇 福井市長  殿

申
請
者

住所 福井市大手3丁目10-1
電話番号 0776-00-0000　090-0000-0000

メールアドレス

農政局長  殿 個人・法人名 福井　太郎
代表者

役職・氏名
（法人のみ）

農林水産大臣  殿
生年月日・

法人設立年月日 昭和55年1月1日

記入例

夫婦や親子等が共同申請する場合は、全

員の氏名・フリガナ・生年月日を連記して

ください。

※家族経営協定締結が必須

普段使用しているメールアドレスを記入

してください。



万円万円

万円 万円

万円万円

万円 万円

万円万円

万円 万円

20万円20万円

万円 万円

万円万円

大麦作業受託（刈取）

万円 万円

万円万円

施設野菜（トマト） 3 1,500㎏ 6 4,800㎏

ソバ 300 1,200㎏ 400 2,000㎏

大麦 300 4,500㎏ 400 12,000㎏

120万円

育苗 3 500枚 3 750枚

水稲作業受託 100万円水稲 500 24,000㎏ 700 37,800㎏

②  農業経営の規模拡大に関する現状及び目標

（１）生産 （２）農畜産物の加工・販売その他の
　関連・附帯事業（売上げ）

作目・部門名
（耕　　種）

現      状 目標（令和〇年）

作目・部門名
（畜　　産）

現      状 目標（令和〇年）

作付面積
(a)

生産量
事  業  内　容 現    状 目   標（令和〇年）

農産物加工 30万円 50万円
生産量

作付面積
(a)

生産量
飼養頭数
（頭、羽）

生産量
飼養頭数
（頭、羽）

□酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　） □酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　）

（２）農業経営の現状及びその改善に関する目標

現状 目標（令和〇年） 現状 目標（令和〇年）

主たる従
事者の人

数
1人

主たる従事者１人
当たりの年間所得 404万円 731万円

主たる従事者１人
当たりの年間労働時間 1,800時間 2,000時間

年間所得 404万円 731万円 年間労働時間 1,800時間 2,000時間

■稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜

□複合経営

■稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜

□複合経営

□施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　） □施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　　）

農　業　経　営　改　善　計　画

①　農業経営体の営農活動の現状及び目標

（１）営農類型

現　　　状 目標（令和〇年）

該当する営農類型を１つ選び、チェックを付けてください。
・農産物販売金額のうち、最も販売額が多い作目が、農産物総販売金額の 80％以上 を占める

場合は、その作目にチェックを付けてください。

・最も販売額が多い作目が、農産物総販売金額の 80％未満 の場合は、「複合経営」にチェック

を付けてください。

5年後を記入してください。

・年間所得（全体）

前年の確定申告書に基づき、「農業収入」から「経費」を差し引

いた金額を算出し、その額を記入してください。

・主たる従事者１人当たりの年間所得

右記の主たる従事者の人数で、上記の年間所得を割り、１人当

たりの年間所得を記入してください。

福井市では、主たる従事者１人当たりの年間所得目標を、

４００万円以上としています。
主たる従事者１人当たりの年間所得の算出は、左記の「主た

る従事者の人数」で、年間所得を割った額としてください。

・年間労働時間（全体）

４ページの（１）「構成・役員」に記載した、全員分の「年間農業従事時

間」を合計して記入してください。

・主たる従事者１人当たりの年間労働時間

４ページの（１）「構成・役員」に記載したうち、「主たる従事者」として〇

を付けた方々の「年間農業従事時間」の合計を、〇を付けた人数で

割った平均時間を記入してください。

個人申請：１人

共同申請：申請者数

福井市では、主たる従事者１人当たりの年間労働時間目標を、

1,800～2,000時間としています。
左記の「主たる従事者の人数」で、年間労働時間を割った時

間としてください。

関連・附帯事業とは

・農畜産物を原材料として行う製造・加工

・農畜産物の貯蔵・運搬・販売

・農業生産に必要な資材の製造

・作業受託（＊特定作業受託は含まない）

・農泊・農業体験事業 等

※所得ではなく、売上を記載してください。

作付面積の現状及び目標は、2ペー

ジの（３） ア 農用地の面積と整合性

をとるようにしてください。



③　生産方式の合理化に関する現状と目標・措置 ④　経営管理の合理化に関する現状と目標・措置

①現状
・圃場面積が小さく分散している。
・従来の農機具を使った経営を行っている。
・水稲育苗後のハウスを利用し、施設園芸を行っている。
②目標・具体的な方策
・周辺農家と協力し圃場の交換を行い、畔を取り払うなどし、可能な限り圃場面積
を拡大しつつ集積集約化を図る。
・ドローンの導入し、防除の効率化を図る。
・水稲の規模拡大に伴い、育苗ハウスを増設する。増設したハウスを利用し、施設
園芸を拡大する。

①現状
・経営の状況を明確に把握できていない。
・減農薬、減化学肥料にこだわり、米を栽培しているが、差別化して販売できていな
い。
・水稲育苗、乾燥を独自に行い、経費を削減している。
②目標・具体的な方策
・会計事務ソフトを購入し、作目別に経営状況を把握する。
・減農薬、減化学肥料栽培の米を差別化し販売する。直接販売先を増やし、高付加価値
化を図る。
・育苗ハウスの空きスペースを活用し、水稲育苗の作業受託量を増やす。

経 営 面 積 合 計 803 1,106 経 営 面 積 合 計

⑤　農業従事の態様の改善に関する現状と目標・措置 ⑥　その他の農業経営の改善に関する現状と目標・措置

①現状
・1人で全作業を行っており、農繁期には作業が遅れることがある。
・計画的に休日を取得できていない。
②目標・具体的な方策
・園芸部門で収穫等を担う臨時雇用を集落内で募集し1名確保する。
・後継者への経営の移譲を検討する。後継者が栽培、経営の知識を身に付けること
ができるよう、共同で作業を行い、研修会等に積極的に参加するようにする。
・年間の計画を立て、休日を計画的に取得できるようにする。

①現状
・水稲の規模拡大に伴い、育苗用のパイプハウスの増設が必要となっている。
・背負い動噴での農薬散布にかかる労力が大きい。
②目標・具体的な方策
・制度資金を活用し、パイプハウスを建設する。また、ドローンを購入し防除にかかる
労力の削減を図る。

その他
福井県 福井市 500 503

借入地
福井県 福井市 200 500 20

パイプハウス 福井県 福井市 1 300

加工所 福井県 福井市 1 20 1

2 600

1 140 1 140

作業場 福井県 福井市 1 100 1 100
所有地

福井県 福井市 103 103 格納庫 福井県 福井市

区   分

所在地 規　　模

都道府県名 市町村名 都道府県名 市町村名
現　状 目標（令和〇年）

棟 ㎡

所在地

地目
現　状
(a)

目標（令和〇年）
(a)

種　別

棟 ㎡

（３）農用地及び農業生産施設

ア　農用地 イ　農業生産施設

福井市以外の市町が含まれる場合は、

県または国への申請となるため、
ご注意ください。

現状及び目標の面積は、３ページの「②農業経営の規

模拡大に関する現状及び目標 （１）生産」の現状及び目

標の作付面積と整合性をとるようにしてください。

借入地には、「農地中間管理機構を利用した貸借」や「農地法3条による貸借」、

「農業経営基盤強化促進法による貸借権の権利設定」している面積を記載して

ください。

その他には、借入地に該当しない「特定作業受託」等の面積を記載してくださ

い。

農業用ハウスや格納庫、畜舎等の農畜産物の生産に用いる施

設を記載してください。

目標年までに、増設する場合は、必ず目標に追加してください。



0 人 1 人

1 人 2 人

10 人 20 人

45 男 〇 〇

42 女

71 男

70 女福井　桃子 母 作業補助 300 作業補助 300

福井　一郎 父 作業補助 500 作業補助 300

福井　花子 妻 会計・加工 800 会計・加工 800

福井　太郎 （代表者） 全般 1,800 全般 2,000

臨時雇（年間）
実 人 数 現状

氏    名
(法人経営にあっては役員

の氏名）
年齢 性別

代表者との
続柄(法人経
営にあって
は役職)

見通し

延べ人数 現状 見通し

常時雇（年間） 実 人 数 現状 見通し

担当業務 主たる
従事者

年間農業
従事時間 担当業務 主たる

従事者

年間農業
従事時間

現    状 見通し（  年）

（参考）経営の構成

（１）構成員・役員 （２）雇  用  者

（例）２人にそれぞれ年間１０日間、来てもらっている場合

実人数：2人

延べ人数：２人×１０日＝２０人

のように計算し、記入してください。

主たる従事者は、次に該当する人に〇を付けてください。

個人申請：本人1人のみ

共同申請：申請者複数

従業員は、雇用形態別に（２）雇用者に

記載してください。



（別紙）生産方式の合理化に係る農業用機械等の取得計画

①今後５年の間に取得予定の機械類 ②既に取得済みの機械類

備考

　「農業用機械等の名称」欄には、生産方式の合理化のために、取得する予定の農業用の機械及び装置、器具及び備品、

建物及びその附属設備、構築物並びにソフトウェア等を記載する。

（②「（３）農用地及び農業生産施設」に記載しているものは記載不要。）

管理機

籾摺り機（3ｲﾝﾁ） 1台

フォークリフト（1.5t） 1台

1台

汎用コンバイン 1台

乾燥機 1台

軽トラック 1台

数量

トラクター（46㎰、15㎰） 2台

田植機（5条） 1台

コンバイン（3条） 1台

収量コンバイン（4条・62ps） 1台

可変施肥田植機（5条） 1台

農業用機械等の名称 数量

農業用ドローン 1台

農業用機械等の名称

5年後までに購入予定の機械類（施設、システム、会計ソフト等）を記載して

ください。

３ページ②「（３）農用地及び農業生産施設 イ 農業生産施設」に記載してい

る場合は、記載不要です。

農業経営基盤強化準備金を活用する場合は、必ず記載してください。

現在、取得している機械類（施設、システム、会計ソフト等）を記載してくださ

い。

３ページ②「（３）農用地及び農業生産施設 イ 農業生産施設」に記載してい

る場合は、記載不要です。


